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も
て
ぎ
昭
和
館
は
、
茂
木
町
縦
町
通
り
に
昨
年
４
月
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
昭
和
の
懐
か
し
い
風
情
を
感
じ
ら
れ
る
ミ
ニ
テ
ー

マ
パ
ー
ク
と
し
て
、
茂
木
町
の
た
ば
こ
産
業
の
歴
史
を
は
じ
め
、

鉄
人
２
８
号
や
ホ
ー
ロ
ー
看
板
、
映
画
の
ポ
ス
タ
ー
な
ど
、
多
彩

な
昭
和
グ
ッ
ズ
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
４
月
２
９
日
に
は
、
第
２
も
て
ぎ
昭
和
館
も
オ
ー
プ
ン
。

こ
ち
ら
は
レ
ト
ロ
文
具
や
お
も
ち
ゃ
を
中
心
に
展
示
し
、
駄
菓
子

の
販
売
も
行
う
体
験
型
の
施
設
で
す
。
白
黒
テ
レ
ビ
や
懐
か
し
の

レ
コ
ー
ド
、
昭
和
の
カ
プ
セ
ル
ト
イ
の
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
な
ど
、
五

感
で
楽
し
め
る
昭
和
の
世
界
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

入
館
者
は
す
で
に
２
万
人
を
超
え
、
栃
木
・
茨
城
県
内
は
も
ち
ろ

ん
、
首
都
圏
か
ら
も
多
く
の
方
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
遠
く
函
館
か

ら
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
で
訪
れ
た
方
も
お
り
、
か
つ
て
寂
し
か
っ
た
街

に
新
た
な
人
の
流
れ
と
活
気
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
も
て
ぎ
昭
和
館
と
第
２
も
て
ぎ
昭
和
館
で
、
昭
和
の
懐

か
し
い
時
代
へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
、
心
温
ま
る
ひ
と
と
き
を
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

【
第
一
も
て
ぎ
昭
和
館
】

　

開
館
時
間　
　

１
０
時
～
１
６
時

　

開
館
日　

水
～
日　
（
祝
日
営
業
翌
日
休
館
）�
入
場
無
料

【
第
二
も
て
ぎ
昭
和
館
】

　

開
館
時
間　
　

１
０
時
～
１
６
時

　

開
館
日　

土
、
日
、
祝
日�

入
場
無
料
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真
岡
法
人
会第

１
３
回
通
常
総
会

会
長
に
髙
松
壽
太
郎
氏
選
出

　
（
一
社
）
真
岡
法
人
会
第
１
３
回
通
常

総
会
が
去
る
６
月
２
５
日
（
水
）「
フ
ォ
ー

シ
ー
ズ
ン
静
風
」
で
行
わ
れ
、
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
改
選
で
は
、
支
部
選
出
の
理

事
・
監
事
２
９
名
が
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
た
。
総
会
終
了
後
に
開
か
れ
た
第
２
回

理
事
会
に
お
い
て
、
理
事
互
選
に
よ
る
正

副
会
長
の
選
出
で
は
、
会
長
に
髙
松
壽
太

郎
氏
、
副
会
長
に
は
、
真
岡
支
部
・
堀
口

真
男
氏
、
茂
木
支
部
・
伊
藤
正
一
氏
、
市

貝
支
部
・
河
野
遵
が
選
出
さ
れ
、
他
の
支

部
長
３
名
は
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
理
事
に
、
上
野
正
芳
氏
、
安

達
昌
生
氏
、

阿
久
津
亮
氏
、

太
田
浩
彰
氏
、

萩
原
一
貴
氏
、

阿
部
正
紀
氏
、

柚
木
孝
則
氏
、

林
洋
一
氏
、

新
監
事
に
は
、

川
堀
哲
男
氏

が
選
任
さ
れ
、

山
口
久
一
郎

氏
と
関
口
勝

義
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
、
来
賓
に
櫻
井
保
晴
真
岡
税

務
署
長
を
は
じ
め
、
塚
田
義
孝
真
岡
商
工

会
議
所
会
頭
、
篠
﨑
幸
男
関
東
信
越
税
理

士
会
真
岡
副
支
部
長
、
石
田
順
一
真
岡
間

税
会
長
、
郡
内
各
商
工
会
長
、
受
託
保
険

会
社
な
ど
、
来
賓
多
数
の
ご
臨
席
と
会
員
、

関
係
者
合
わ
せ
て
８
３
名
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

議
事
は
、
委
任
状
を
含
め
５
８
０
名
で

過
半
数
を
超
え
、
本
総
会
及
び
議
決
は
全

て
適
法
に
成
立
す
る
旨
を
報
告
し
、
定
款

の
定
め
に
よ
り
諸
伏
会
長
が
議
長
と
な
り

議
事
録
署
名
人
に
大
瀧
陽
子
氏
と
渡
辺
成

行
氏
を
指
名
し
議
事
進
行
し
ま
し
た
。

　

第
１
号
議
案
の
令
和
６
年
度
事
業
報
告

並
び
に
第
２
号
議
案
の
令
和
６
年
度
収
支

決
算
書
承
認
の
件
は
、
い
ず
れ
も
満
場
一

致
で
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

報
告
の
中
で
、
令
和
６
年
度
は
、
コ
ロ

ナ
禍
前
の
状
況
に
近
づ
い
て
お
り
、
各
種

事
業
も
予
定
通
り
実
施
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
法
人
会
の
基
盤
で
あ
る
組
織
の

拡
大
に
つ
い
て
、
役
員
、
金
融
機
関
、
受

託
保
険
会
社
皆
様
の
協
力
を
得
て
新
規
会

員
獲
得
を
推
進
し
た
。
ま
た
、
法
人
会
の

福
利
厚
生
制
度
で
あ
る
受
託
保
険
会
社
３

社
に
よ
る
収
入
（
助
成
金
）
は
、
本
年
度

も
微
減
で
あ
っ
た
が
、
法
人
会
の
財
政
面

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
会
員
数
は
微
減
で

あ
っ
た
が
、
会
費
収
入
は
微
増
で
あ
っ
た

こ
と
な
ど
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
終
了

後
に
、
真
岡

税
務
署
署
長

感
謝
状
贈
呈

式
が
あ
り
、

秋
山
康
雄
様

（
前
支
部
長
）

と
田
村
浩
次

様
（
前
支
部

長
）
に
櫻
井

保
晴
署
長
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
法
人

会
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、
諸
伏
勇
治
前

会
長
と
荻
野
博
志
前
青
年
部
会
長
に
感
謝

状
が
贈
ら
れ
た
。
ま
た
、
令
和
６
年
度
中

に
福
利
厚
生
制
度
の
加
入
推
進
に
功
績
が

あ
っ
た
個
人
と
法
人
に
対
し
感
謝
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
去
る
６
月
２
７
日
、
県
法
連
総

会
が
開
催
さ
れ
、
席
上
、
県
法
連
の
役
員

を
退
任
さ
れ
た
諸
伏
勇
治
前
会
長
に
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
長
年
に

わ
た
り
法
人
会
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
役

員
に
対
す
る
表
彰
が
行
わ
れ
、
当
会
か
ら

５
名
が
受
賞
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
ま
す

ま
す
の
ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

選
任
さ
れ
た
役
員
の
方
は
次
の
方
々
で
す
。

会　

長　
　

髙
松
壽
太
郎

副
会
長　
　

堀
口
真
男　
　

新
井　

明

　

〃　
　
　

篠
原
泰
三　
　

伊
藤
正
一

　

〃　
　
　

河
野　

遵　
　

杉
田
貞
一
郎

理　

事　
　

秋
山
康
雄　
　

城
野　

徹

　

〃　
　
　

柳
登
良
造　
　

萩
原
一
貴

　

〃　
　
　

宇
賀
神
裕
一　

渡
辺
成
行

　

〃　
　
　

上
野
正
芳　
　

阿
部
正
紀

　

〃　
　
　

安
達
昌
生　
　

柚
木
孝
則

　

〃　
　
　

阿
久
津
亮　
　

堀
内
一
浩

　

〃　
　
　

太
田
浩
彰　
　

小
玉
裕
一

　

〃　
　
　

久
保
田
正　
　

林　

洋
一

　

〃　
　
　

木
村
芳
之　
　

大
瀧
陽
子

　

〃　
　
　

萩
原
新
也

監　

事　
　

山
口
久
一
郎　

関
口
勝
義

　

〃　
　
　

川
堀
哲
男

相
談
役　
　

石
坂　

博

　

〃　
　
　

諸
伏
勇
治

顧　

問　
　

小
林
克
男

※
受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

【
全
国
法
会
総
連
合
会
長
表
彰
】

　
　

杉
田
貞
一
郎
（
芳
賀
支
部
）

【
栃
木
県
法
人
会
連
合
会
長
表
彰
】

　
　

荻
野　

博
志
（
真
岡
支
部
）

　
　

木
村　

芳
之
（
二
宮
支
部
）

　
　

橋
本　

賢
一
（
市
貝
支
部
）

　
　

水
沼　
　

正
（
芳
賀
支
部
）

【
真
岡
法
人
会
長
表
彰
・
総
会
に
て
】

　
　

糸
井　

京
子
（
大
同
生
命
推
進
員
）

　
　

古
久
保
成
昭
（AIG

損
害
保
険
㈱
代

　
　

理
店
・
㈱
カ
シ
バ
ン
）

　
　

足
利
不
動
産
㈱
（
ア
フ
ラ
ッ
ク
生
命

　
　

保
険
㈱
推
進
代
理
店
）
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会
長
　
髙
松
壽
太
郎

部
会
長
　
林
　
洋
一

会
長
就
任
あ
い
さ
つ

　

こ
の
度
、
６
月
２
５
日
の
第
１
３
回
通

常
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
会
長
に
ご
推
挙

賜
り
ま
し
た
髙
松
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

諸
伏
前
会
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
コ

ロ
ナ
禍
の
大
変
厳
し
い
環
境
が
続
く
中
に

お
い
て
、
法
人
会
運
営
に
大
き
な
功
績
を

残
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
を
引
き
継
ぐ
責

務
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
は
各
種
団
体
に
お
い
て
、

会
員
数
の
減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
ま
す

が
、
当
法
人
会
も
例
外
で
は
な
く
、
深
刻

な
問
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
２
５
年
の
社
団
化
１
年
目
の
会
員
数

は
１
２
３
６
社
で
し
た
が
、
令
和
７
年
３

月
末
に
お
い
て
は
、
会
員
数
１
０
３
６
社

と
な
っ
て
お
り
、
１
３
年
間
で
２
０
０
社

減
少
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、

あ
と
数
年
で
１
０
０
０
社
を
割
る
事
態
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と

に
な
ら
な
い
よ
う
、
役
員
及
び
会
員
の
皆

様
の
ご
協
力
の
下
、
退
会
の
防
止
と
積
極

的
な
会
員
勧
奨
を
行
い
会
員
数
の
増
加
を

図
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
何
卒
会

員
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
会
員
皆
様
方
の

ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
会

長
就
任
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

青
年
部
新
部
会
長
挨
拶

　

こ
の
度
、
６
月
２
３
日
開
催
の
第
１
３

回
青
年
部
会
総
会
に
お
い
て
、
荻
野
博
志

青
年
部
会
長
の
後
任
と
し
て
青
年
部
会
長

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
林
洋
一
で
す
。

　

青
年
部
会
は
、
法
人
会
の
活
性
化
と
充

実
に
寄
与
す
る
重
要
な
存
在
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
本
年
度
は
、
既
に

ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
が
、
青
年
部
会

は
、
税
を
は
じ
め
と
す
る
法
人
会
の
趣
旨

に
則
り
、
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
対
す

る
「
租
税
教
育
活
動
」
や
「
全
国
青
年
の

集
い
」
へ
の
参
加
な
ど
、
会
員
相
互
の
情

報
交
換
や
交
流
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し

て
参
り
ま
す
。
今
後
、
法
人
会
青
年
部
会

の
た
め
に
精
一
杯
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
会
員
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
真
岡
税
務
署
様
は
じ
め
関
係

団
体
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

「あさひ納豆アンバサダー」
手塚日

ひ な と

南人
（父 真田広之、母 手塚理美　の次男）

令和6年度
全国食品衛生協会
優良施設

〒 321-3531 栃 木 県 芳 賀 郡 茂 木 町 茂 木 259
T E L 0 2 8 5 ( 6 3 ) 1 5 7 8 　 　 F A X 0 2 8 5 ( 6 3 ) 1 7 3 4

株式会社ヘルシーフーズワタナベ
代表取締役　渡辺成行
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支
　
部
　
総
　
会

茂木支部

二宮支部

芳賀支部

益子支部

真岡支部

　

６
支
部
の
通
常
総
会
が
、
５
月
下
旬
か

ら
６
月
中
旬
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
。

今
年
は
役
員
改
選
に
あ
た
り
、
２
支
部
で

支
部
長
の
交
代
が
あ
っ
た
。

な
お
、
総
会
に
併
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
税
務

研
修
会
も
行
わ
れ
た
。

【
真
岡
支
部
】

○
開
催
日　

５
月
２
９
日
（
木
）

○
場　

所　

真
岡
商
工
会
議
所

○
出
席
者　

３
９
名

　

秋
山
支
部
長
が
退
任
し
支
部
長
に
堀
口

真
男
氏
が
、
副
支
部
長
に
上
野
正
芳
氏
、

安
達
昌
生
氏
が
就
任
。

【
二
宮
支
部
】

○
開
催
日　

６
月
２
９
日
（
木
）

○
場　

所　

駅
前
ど
ん
と
こ
い
広
場

○
出
席
者　

１
４
名

　

正
副
共
に
再
任
。

【
益
子
支
部
】

○
開
催
日　

６
月
１
６
日
（
月
）

○
場　

所　

ア
プ
ロ
ー
ズ
益
子

○
出
席
者　

２
６
名

　

新
副
支
部
長
に
萩
原
一
貴
氏
が
就
任
。

【
茂
木
支
部
】

○
開
催
日　

６
月
５
日
（
木
）

○
場　

所　

大
瀬
観
光
や
な

○
出
席
者　

２
８
名

　

正
副
共
に
再
任
。

【
市
貝
支
部
】

○
開
催
日　

６
月
１
８
日
（
水
）

○
場　

所　

市
貝
町
商
工
会
館

○
出
席
者　

１
４
名

　

田
村
支
部
長
が
退
任
し
、
支
部
長
に
河

野
遵
氏
が
就
任
し
、
副
支
部
長
に
柚
木

孝
則
氏
、
阿
部
正
紀
氏
が
就
任

【
芳
賀
支
部
】

○
開
催
日　

６
月
１
２
日
（
木
）

○
場　

所　

芳
賀
町
商
工
会
館

○
出
席
者　

９
名
参
加
。

　

正
副
共
に
再
任
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定
期
人
事
異
動（
令
和
７
年
7
月
10
日
付
）

真岡税務署長
吉田　賢一

着
任
の
ご
あ
い
さ
つ

役職 前任者 新任地 後任者 前任地

署長 櫻井　保晴 関東信越国税局国税訟務官室 吉田　賢一 仙台国税局調査査察部

総務課長 齋藤　伸彦 留任

管理運営・徴収部門統括官 長井　正博 柏崎署 金子　貴 栃木署

個人課税部門統括官 南雲　真一 佐野署 福井　崇 宇都宮署

法人課税部門統括官 関根　典生 下館署 松田　淳 潮来署

総務課総務係長 萩原　庸光 留任

　

こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
仙
台
国

税
局
調
査
査
察
部
か
ら
真
岡
税
務
署
長
と

し
て
着
任
し
ま
し
た
吉
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
真
岡
税
務
署
の
勤
務
は
初
め
て
で
す

が
、
美
し
い
自
然
と
歴
史
的
な
風
情
を
感

じ
る
こ
と
の
で
き
る
素
晴
ら
し
い
環
境
で

仕
事
が
で
き
ま
す
こ
と
を
大
変
光
栄
に
思

い
ま
す
。
前
任
の
櫻
井
同
様
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

髙
松
会
長
を
は
じ
め
一
般
社
団
法
人
真

岡
法
人
会
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
会

の
事
業
活
動
を
通
じ
ま
し
て
、
税
務
行
政

全
般
に
わ
た
り
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
法

人
会
は
、「
よ
き
経
営
者
を
め
ざ
す
も
の

の
団
体
」
と
し
て
、
納
税
意
識
の
向
上
と

企
業
経
営
及
び
社
会
の
健
全
な
発
展
に
貢

献
す
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
組
織
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、「
決
算
期

別
説
明
会
」
や
「
新
設
法
人
説
明
会
」
等

の
開
催
の
ほ
か
、「
実
務
者
講
演
会
」
の

開
催
な
ど
、
活
発
な
事
業
活
動
を
展
開
さ

れ
、
会
員
の
自
己
啓
発
を
積
極
的
に
支
援

し
、
納
税
意
識
の
向
上
と
企
業
経
営
並
び

に
社
会
の
健
全
な
発
達
に
貢
献
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
子
供
た
ち
に
対
す
る
租
税
教
育

活
動
の
推
進
に
力
を
入
れ
、
青
年
部
会
並

び
に
女
性
部
会
に
よ
る
「
租
税
教
室
」
へ

の
講
師
派
遣
及
び
女
性
部
会
を
中
心
と
し

た「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
実
施
な
ど
、
税
知
識
の
普
及
と
納
税
意

識
の
高
揚
を
促
す
様
々
な
活
動
を
展
開
さ

れ
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
貴
会
の
皆
様
方
が
、
税
務
の
よ
き

理
解
者
と
し
て
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
て
い
る

こ
と
は
誠
に
心
強
い
限
り
で
あ
り
、
髙
松

会
長
を
は
じ
め
役
員
の
皆
様
方
の
卓
越
し

た
ご
指
導
の
下
、
会
員
の
皆
様
方
の
日
頃

の
ご
努
力
の
賜
物
と
深
く
敬
意
を
表
す
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
7
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、

所
得
税
の
「
基
礎
控
除
」
や
「
給
与
所
得

控
除
」
に
関
す
る
見
直
し
と
「
特
定
親
族

特
別
控
除
」
の
創
設
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
改
正
は
、
令
和
7
年
12
月
以
後

の
所
得
税
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
年
11
月
ま
で
の
源
泉
徴

収
事
務
に
は
変
更
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

12
月
に
行
う
年
末
調
整
の
際
に
は
、
基
礎

控
除
と
給
与
所
得
控
除
等
の
見
直
し
の
事

務
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

税
務
署
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
事
業
者

の
皆
様
が
不
安
な
く
年
末
調
整
関
係
事
務

に
つ
い
て
対
応
が
で
き
ま
す
よ
う
に
周

知
・
広
報
等
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
私
ど
も
国
税
当
局
は
、
経
済
社

会
の
変
化
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
展
等
を

踏
ま
え
て
、
税
務
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。「
あ
ら
ゆ
る
税
務

手
続
が
税
務
署
に
行
か
ず
に
で
き
る
社

会
」を
目
指
し
、添
付
書
類
を
含
め
た
オ
ー

ル
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
の
普
及
・
定
着
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
納
付
の
利
用
拡
大
な
ど
を
一
層

推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
貴
会
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
、
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

真
岡
税
務
署
は
、
本
事
務
年
度
も
私
以

下
二
五
名
の
職
員
で
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま

し
た
。
職
員
一
同
一
丸
と
な
っ
て
、
引
き

続
き
信
頼
さ
れ
る
税
務
行
政
の
推
進
に
着

実
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
税
務
行
政
に
お
け

る
種
々
の
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に

は
、
私
ど
も
の
力
の
み
で
は
自
ず
と
限
り

が
あ
り
、
貴
会
の
皆
様
方
の
お
力
添
え
が

不
可
欠
で
す
。
今
後
と
も
税
務
行
政
の
良

き
理
解
者
と
し
て
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、
一
般
社
団
法

人
真
岡
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会

員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
事
業
の
ご
繁
栄

を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
着
任
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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令
和
７
年
度

「
租
税
教
室
」
開
催

6 月 2 日（月）芳賀東小学校（女
性部会）

（講師）永田明子、松本恵子、
渡辺佳子（真岡）

6月 30 日（月）真岡東小学
校（青年部会）

（講師）広瀬史規、小野秀之（真
岡）

6月 11 日（木）七井小学校（青
年部会）

（講師）萩原一貴（益子）

7月 10 日（木）大内中央小
学校（女性部会）

（講師）秋山明美、渡辺佳子（真
岡）

6月 16 日（月）物部小学校（青
年部会）

（講師）鈴木成人、上澤宏行（二
宮）

7月 15 日（火）大内東小学
校（青年部会）

（講師）林　洋一（真岡）

6月 20 日（金）西田井小学
校（女性部会）

（講師）秋山明美、渡辺佳子（真
岡）

7月 16 日（水）真岡小学校（青
年部会）

（講師）柿沼宏明、小野秀之（真
岡）

　

法
人
会
青
年
部
会
・
女
性
部
会
が
担
当

し
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
税
に
関
す
る
啓

蒙
活
動
の
一
つ
で
あ
る
、
小
学
校
６
年
生

を
対
象
に
し
た
「
租
税
教
室
」
を
、
本
年

度
も
８
校
担
当
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
本
年
度
は
既
に
８
校
す
べ
て
開
催
し

て
お
り
、
講
師
は
、
青
年
部
会
と
女
性
部

会
の
部
会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
地
元
の
小
学
校

を
担
当
。
税
金
に
関
す
る
ク
イ
ズ
（
マ
グ

ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
を
使
用
）、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ア
ニ

メ
の
鑑
賞
な
ど
を
通
し
、
税
金
の
使
い
み

ち
、
役
割
等
、
解
り
や
す
く
説
明
し
、
最

後
に
一
億
円
の
現
金
レ
プ
リ
カ
（
重
さ
10

㎏
）を
使
用
し
て
児
童
の
み
な
さ
ん
に「
一

億
円
の
重
み
」
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

講
師
を
務
め
て
頂
い
た
皆
様
、
大
変
ご

苦
労
様
で
し
た
。

芳賀地区唯一の製氷工場

株 式 会 社   湊 　 　 屋

氷販売店
芳賀町祖母井
いねや
℡ 028-677-0028

栃木県芳賀郡茂木町茂木 1659
ＴＥＬ 0285-63-0056　ＦＡＸ 0285-63-3099

ホームページ

高 松 建 設有限会社

もてぎ舟木沢ログの森キャンプ場
TEL 090 ｰ 7222 ｰ 4612
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第
13
回
通
常
総
会
開
催

青
年
部
会

決
算
期
別
説
明
会

　

一
般
社
団
法
人
真
岡
法
人
会
青
年
部
会

の
第
１
３
回
通
常
総
会
は
、
去
る
６
月
２

３
日
（
月
）
午
後
６
時
０
０
分
か
ら
真
岡

商
工
会
議
所
で
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
は
、

荻
野
博
志
部
会
長
が
議
長
と
な
り
議
事
を

進
行
し
、
令
和
６
年
度
事
業
報
告
並
び
に

収
支
決
算
報
告
、
令
和
７
年
度
事
業
計
画

並
び
に
収
支
予
算
案
を
提
出
、
議
案
す
べ

て
満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
号
議
案
役
員
改
選
に
つ
い
て
は
、
新

部
会
長
に
は
林
洋
一
氏
、
新
副
部
会
長
に

は
仲
野
信
吾
氏
が
就
任
。
他
、
若
干
名
動

き
が
あ
り
ま
し
た
。

　

青
年
部
会
で
は
本
年
度
も
、
社
会
貢
献

活
動
と
し
て
地
元
の
小
学
６
年
生
を
対
象

と
し
た
租
税
教
室
（
５
校
担
当
）
や
、
全

国
青
年
の
集
い
（
山
梨
大
会
）
へ
の
参
加

等
、
前
年
度
の
事
業
を
継
続
し
て
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
議
事
終
了
後
は
、

来
賓
の
真
岡
税
務
署
木
村
上
席
国
税
調
査

官
、
諸
伏
法
人
会
長
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ

き
閉
会
し
ま
し
た
。

　

総
会
後
、
会
場
を
「
な
が
勢
」
に
移
動

し
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
新
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
部
会
長　
　
　

林
洋
一

○
副
部
会
長　
　

柴
陽
一
朗　

仲
野
信
吾

　
　
　
　
　
　
　

高
林
辰
彦　

山
田
靖
浩

　
　
　
　
　
　
　

安
齋
哲
夫

○
理
事　
　
　
　

伊
澤
学　
　

小
野
秀
之

　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
成
人　

大
塚
達　

　
　
　
　
　
　
　

稲
田
義
晴　

阿
部
正
紀

　
　
　
　
　
　
　

平
石
知
宏

○
監
事　
　
　
　

広
瀬
史
規　

柚
木
孝
則

○
相
談
役　
　
　

荻
野
博
志

　

第
１
３
回

女
性
部
会
総
会
開
催　

　

７
月
４
日
（
金
）
午
前
１
１
時
か
ら
真

岡
市
台
町
の
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
静
風
に
て
、

女
性
部
会
の
第
１
３
回
通
常
総
会
が
、
税

務
署
法
人
課
税
部
門
木
村
上
席
、
大
同
生

命
保
険
宇
都
宮
支
社
第
一
営
業
課
西
川
課

長
、
諸
伏
法
人
会
相
談
役
を
来
賓
に
お
迎

え
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
大
瀧
陽
子
部
会
長
が
議
長
と

な
り
議
事
を
進
行
し
、
令
和
６
年
度
事
業

報
告
並
び
に
収
支
決
算
報
告
、
令
和
７
年

度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
案
、
役
員

改
選
、
全
議
案
を
い
ず
れ
も
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
役
員
改
選
で
は
、
大

瀧
部
会
長
、
副
部
会
長
も
全
員
再
選
し
、

理
事
・
監
事
で
は
若
干
動
き
が
あ
り
ま
し

た
。

　

女
性
部
会
で
は
本
年
度
も
、
社
会
貢
献

活
動
と
し
て
地
元
の
小
学
６
年
生
を
対
象

と
し
た「
租
税
教
室
」（
３
校
担
当
）や「
第

１
４
回
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー

ル
」
の
開
催
等
、
租
税
教
育
事
業
と
各
種

研
修
会
を
通
し
て
会
員
相
互
の
交
流
を
深

め
る
事
業
を
実
施
し
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
恒
例
の
昼
食
会
で
は
、

季
節
の
料
理
と
歓
談
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

な
お
、
新
役
員
は
次
の
通
り
で
す
。

　

当
会
と
真
岡
税
務
署
共
催
の
決
算
期
別

説
明
会
を
左
記
の
通
り
行
い
ま
す
。
ご
出

席
い
た
だ
く
場
合
は
、
ご
都
合
の
よ
い
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
今
回
は
７
・
８
・

９
月
決
算
の
法
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

開
催
日
時

会
場

令
和
７
年

８
月
２
６
日(

火)

１
４
時
～
１
５
時

３
０
分

益
子
町
商
工
会

益
子
町
益
子

２
０
４
４
―
１

令
和
７
年

８
月
２
７
日(

水)

１
４
時
～
１
５
時

３
０
分

真
岡
商
工
会
議
所

真
岡
市
荒
町

１
２
０
３

○
部
会
長　
　

大
瀧
陽
子

○
副
部
会
長　

君
嶋
和
江　

小
﨑
和
江　

　
　
　
　
　
　

猪
口
道
子　

豊
田
美
恵
子

○
理
事　
　

阿
久
津
友
理
子　

齊
藤
聖
子

　
　
　
　
　

吉
野
美
砂
江　

森
田
聡
子　

　
　
　
　
　

大
塚
恵
子　
　

石
塚
幸
子　

　
　
　
　
　

小
玉
初
枝

○
監
事　
　

石
田
幸
子　
　

渡
辺
佳
子

○
相
談
役　

田
尻
和
子

○
顧
問　
　

上
野
洋
子

�

（
以
上
、
敬
称
略
）
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第
７
回
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
告
知

日
　
時

　

令
和
７
年
１
１
月
１
９
日
（
水
）

会
　
場

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
レ
イ
ク
ス
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ

※
申
込
方
法
等
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
芳
賀
の
法
人
（
秋
号
）
に

て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。（
１
０

月
下
旬
発
送
予
定
）

　

※
担
当
支
部　

二
宮
支
部

健
笑
さ
ん

栃
木
銀
行

相
田
　
都
翔
　
さ
ん

　

こ
ん
に
ち
は
、
栃
木
銀
行
茂
木
支
店
の

窓
口
業
務
を
担
当
し
て
い
る
相
田
都
翔

（
あ
い
だ
と
わ
）
と
申
し
ま
す
。
昨
年
4

月
に
入
行
し
て
2
年
目
を
迎
え
仕
事
に
も

慣
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
だ
ま
だ
勉

強
中
の
毎
日
で
す
が
今
年
4
月
に
は
後
輩

も
出
来
て
す
こ
し
ず
つ
指
導
も
任
さ
れ
て

き
て
お
り
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま

す
。

　

当
店
は
フ
ル
バ
ン
ク
と
し
て
は
少
人
数

の
店
舗
で
す
が
、
そ
の
分
職
員
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
シ
ョ
ン
が
と
り
や
す
く
と
て
も

働
き
や
す
い
職
場
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

窓
口
に
来
店
さ
れ
る
お
客
様
も
優
し
い
方

ば
か
り
な
の
で
安
心
し
て
業
務
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
、
お
客
様
か
ら
い
た
だ
け

る
感
謝
の
言
葉
が
と
て
も
嬉
し
く
何
よ
り

の
活
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

栃
木
銀
行
は
～
困
り
ご
と
を
「
あ
り
が

と
う
」
に
変
え
な
が
ら
、“
笑
顔
”
と
“
幸

せ
”
を
守
り
つ
づ
け
る
～
を
パ
ー
パ
ス
と

し
て
制
定
し
て
い
ま
す
。
私
も
栃
木
銀
行

の
一
員
と
し
て
地
域
の
皆
様
に
頼
り
に
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
日
々
勉
強
に
励
み
、

持
ち
前
の
明
る
さ
で
元
気
に
頑
張
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

精密部品加工

イトウ工業株式会社
伊　藤　正　一

本　　　社		 栃 木 県 芳 賀 郡 茂 木 町 茂 木 392-1
北高岡工場		 栃 木 県 芳 賀 郡 茂 木 町 北 高 岡 218-1
〒 321-3622	 T E L ( 0 2 8 5 ) 6 3 - 0 7 1 5
		  F A X ( 0 2 8 5 ) 6 3 - 1 2 9 2
		  U R L  h t t p : / / i t o u - k o u g y o u . c o m /
		  E-mail	 i t o - k . k @ r a p i d . o c n . n e . j p
		  E-mail	 ito-k.k-medical@athena.ocn.ne.jp

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

入会者をご紹介ください 

ただいま、会員増強運動実施中です！ 

 法人会組織の拡充を図るため、会員増強運動を実施中です。現在、執行

部を中心に新設法人、未入会法人に対して加入勧奨を行っていますが、会

員皆様におかれましてもお知り合いの企業がございましたら是非ご紹介下

さるようお願い致します。紹介者には些少ですが謝礼を差し上げます。お

問い合わせは、本部事務局（☎0285-83-3477）または各支部事務局までご

一報いただければ大変幸甚です。 
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新
入
社
員
研
修
で
感
じ
た

「
今
ど
き
の
若
者
」の

傾
向
と
対
策

株
式
会
社
ジ
ェ
イ
ッ
ク

Ｈ
Ｒ
ド
ク
タ
ー 

編
集
長　

古
庄
拓

　

私
が
所
属
す
る
ジ
ェ
イ
ッ
ク
で
は
、
毎

年
数
百
人
を
超
え
る
各
社
の
新
入
社
員
に

研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
感

じ
た
「
今
ど
き
の
若
者
」
の
傾
向
と
対
策

の
ヒ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
２
０
代

の
新
人
や
従
業
員
が
在
籍
し
て
い
る
、
ま

た
は
採
用
を
検
討
し
て
い
る
企
業
の
方
は
、

ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

　

ま
ず
感
じ
る
の
は
、
会
社
へ
の
ロ
イ
ヤ

リ
テ
ィ
ー
の
低
下
で
す
。
終
身
雇
用
と
年

功
序
列
が
崩
れ
、
転
職
が
当
た
り
前
と

な
っ
た
中
で
、
会
社
は
「
報
酬
を
も
ら
い

成
長
す
る
た
め
の
場
」
で
あ
り
、「
一
生

こ
の
会
社
に
い
る
」
と
い
う
考
え
は
少
数

派
で
す
。「
す
ぐ
辞
め
た
が
る
」「
全
力
を

出
さ
な
い
」
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、「
成

長
で
き
る
か
？
」「
時
間
・
苦
労
と
報
酬

が
見
合
っ
て
い
る
か
？
」
を
冷
静
に
見
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
の
若
手
社
員

は
、
日
本
経
済
に
右
肩
上
が
り
の
希
望
が

少
な
い
か
ら
こ
そ
、
安
定
志
向
が
強
く

な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、「
安
定
」
の

定
義
が
昔
と
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
彼
ら
が

望
む
安
定
と
は
自
分
の
市
場
価
値
が
高
ま

る
こ
と
を
意
味
し
、
成
長
意
欲
と
結
び
つ

い
て
い
ま
す
。
会
社
の
安
定
や
業
績
、
今

の
待
遇
よ
り
も「
自
分
が
成
長
で
き
る
か
」

「
市
場
で
通
用
す
る
ス
キ
ル
が
身
に
つ
く

か
」「
待
遇
や
年
収
が
将
来
ど
う
な
る
か
」

と
い
う
見
込
み
を
大
切
に
し
て
い
る
の
で
、

指
導
や
採
用
時
に
は
「
こ
の
仕
事
で
ど
ん

な
ス
キ
ル
が
身
に
つ
く
か
」「
市
場
で
ど

う
通
用
す
る
の
か
」
を
明
確
に
伝
え
る
こ

と
が
有
効
で
す
。
例
え
ば
、「
資
格
と
こ

の
経
験
を
積
め
ば
市
場
価
値
が
高
ま
る
」

と
い
っ
た
形
で
、経
験
と
成
長
が
「
武
器
」

に
な
る
こ
と
を
伝
え
る
と
、
意
欲
や
定
着

率
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

次
に
、
積
極
的
な
対
人
関
係
に
は
慣
れ

て
い
な
い
が
、
人
間
関
係
を
拒
む
わ
け
で

は
な
い
こ
と
で
す
。
時
代
の
変
化
に
伴
っ

て
、「
文
句
を
言
わ
ず
に
言
う
こ
と
を
聞

け
」「
年
上
だ
か
ら
敬
意
を
払
え
」
と
い
っ

た
人
間
関
係
は
明
確
に
嫌
わ
れ
ま
す
。
ま

た
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
リ
ア
ル
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
が
減
り
、
上
司
や

先
輩
に
自
分
か
ら
話
し
か
け
る
若
者
は

減
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、自
己
成
長（
≒

安
定
）
の
た
め
に
ダ
メ
出
し
や
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
で
関
わ
っ
て
く
れ
る
上
司
や
先
輩

は
、
若
手
に
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
大
切
な

の
は
上
か
ら
目
線
で
は
な
く
、
対
話
の
姿

勢
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
う
こ
と
で
す
。

「
こ
こ
は
○
○
○
だ
か
ら
、
こ
う
し
た
方

が
良
い
」
と
理
由
と
修
正
点
を
伝
え
「
な

ぜ
そ
う
し
た
か
？
」
な
ど
相
手
の
気
持
ち

を
聞
く
、
寄
り
添
う
一
言
を
添
え
る
と
よ

い
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、「
タ
イ
パ
（
タ
イ
ム
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
）」
志
向
で
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
、
生
成
Ａ
Ｉ
等
で
（
彼
ら
の
主
観
で

は
）
効
率
的
な
情
報
取
得
に
慣
れ
て
お
り
、

時
間
の
無
駄
を
避
け
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、「
私
が
若
い
こ
ろ
は
…
」「
今

は
楽
に
な
っ
た
け
ど
…
」
等
の
長
々
し
い

説
教
や
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
逆
効
果
で
す
。

気
持
ち
に
寄
り
添
う
一
言
を
添
え
つ
つ
も
、

合
理
的
か
つ
端
的
に
伝
え
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

今
の
若
手
社
員
は
、「
帰
属
意
識
」や「
上

下
関
係
」
を
強
要
さ
れ
る
と
離
れ
ま
す
が
、

「
個
」
と
し
て
尊
重
さ
れ
れ
ば
進
ん
で
関

わ
ろ
う
と
し
ま
す
。
誠
実
で
筋
が
通
っ
た

説
明
に
は
き
ち
ん
と
応
え
て
く
れ
ま
す
。

「
う
ち
の
会
社
は
こ
う
だ
か
ら
」「
昔
は
こ

う
だ
っ
た
」
等
の
説
明
で
は
動
か
な
い
の

も
彼
ら
な
り
の
真
面
目
さ
で
す
。
育
て
る

覚
悟
と
向
き
合
う
姿
勢
が
あ
れ
ば
、
き
っ

と
応
え
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

【
筆
者
紹
介
】
古
庄
拓
（
ふ
る
し
ょ
う
・

た
く
）　

１
９
８
３
年
生
ま
れ
。
慶
應
義

塾
大
学
卒
業
後
、
株
式
会
社
ジ
ェ
イ
ッ

ク
に
入
社
。
社
員
研
修
や
リ
ー
ダ
ー
研

修
、
新
卒
採
用
な
ど
、
複
数
の
サ
ー
ビ
ス

や
事
業
の
立
ち
上
げ
を
担
当
し
、
執
行
役

員
・
取
締
役
等
を
歴
任
。
現
在
は
、
採
用

と
社
員
教
育
の
情
報
を
発
信
す
る
メ
デ
ィ

ア
「
Ｈ
Ｒ
ド
ク
タ
ー
」
編
集
長
と
し
て
知

識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
発
信
し
て
い
る
。
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（
有
） 

若
　
葉

企 

業 

紹 

介

　

ホ
テ
ル
・
割
烹 
若
葉
は
、
昭
和
５
４

年
創
業
の
宿
泊
施
設
で
、
心
温
ま
る
お
も

て
な
し
と
本
格
的
な
割
烹
料
理
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
日
本
の
伝
統
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
快
適
な
空
間
と
厳
選
さ
れ
た
食
材

で
、
お
客
様
を
お
迎
え
す
る
こ
と
を
モ
ッ

ト
ー
に
し
て
お
り
ま
す
。
茂
木
町
に
仕
事

や
遊
び
で
訪
れ
た
皆
様
に
、
細
や
か
な
気

配
り
と
真
心
を
込
め
た
接
客
を
通
じ
て
笑

顔
を
届
け
、
心
か
ら
満
足
し
て
い
た
だ
け

る
こ
と
を
大
切
に
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

四
季
折
々
の
美
し
い
景
色
と
と
も
に
、
落

ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中
で
、
極
上
の
割
烹

料
理
を
ご
堪
能
い
た
だ
け
ま
す
。
地
元
の

新
鮮
な
食
材
を
活
か
し
た
料
理
は
、
味
は

も
ち
ろ
ん
、
見
た
目
に
も
こ
だ
わ
り
、
特

別
な
ひ
と
と
き
を
演
出
い
た
し
ま
す
。
宿

泊
施
設
で
は
、
快
適
で
清
潔
な
空
間
を
ご

提
供
し
、
ゆ
っ
た
り
と
お
過
ご
し
い
た
だ

け
る
よ
う
心
が
け
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

茂
木
町
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
地
域
の
皆

様
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
、
出
前
や
デ

リ
バ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
強
化
し
て
お
り
ま

す
。
ご
自
宅
で
も
本
格
的
な
割
烹
料
理
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫
を
重
ね
、

日
々
の
生
活
の
中
で
、
特
別
な
場
面
を
演

出
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

訪
れ
る
す
べ
て
の
お
客
様
に
安
ら
ぎ
と

喜
び
を
お
届
け
し
、
茂
木
町
で
の
素
晴
ら

し
い
思
い
出
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
い
た

し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
来
店
を
、
心
よ
り
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

宇都宮支社/
栃木県宇都宮市大通り4-1-18（宇都宮大同生命ビル4F）
TEL 028-622-2641

宇都宮支店/
栃木県宇都宮市松が峰1-3-15（富士火災宇都宮ビル）


